
 

     

14:00～16:00 

場所 ｱｵｯｻ 6 階研修室 601 

（福井市手寄１－４－１） 

 

 

 

 

 

福井市中央公民館 

 

～無言館と生命のこと～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       定員   ２００名 

（応募多数の場合は抽選となります） 

 

  

受講 
無料 

第二次世界大戦で没した画学生の遺作を収集し展示する美術館「無言館」 

館主で作家でもある窪島誠一郎氏が、無言館と、絵と、平和と、人間愛を 

やさしく、そして心をこめて語ります。 

 

 

受講ご希望の方は、窓口、電話、ハガキ、または 

ｅメールでお申し込みください。 

お申込みの際、郵便番号、住所、氏名、年齢 

電話番号をお知らせください。 

 

申込先 

〒910-0858 福井市手寄１－４－１ ｱｵｯｻ 5 階 

 福井市中央公民館「市民公開講座」係まで 

 ☎ 20-5459 e ﾒｰﾙ：cyuou-k@mx1.fctv.ne.jp 

 

締切日  

 平成 24 年 2 月 21 日（火） 

 

日時 

 

上田市にある「無言館」 

戦争で命をおとした画学生達の作

品が数多く展示されている。 

窪島 誠一郎 氏 

主な著書として、実父水上勉との

再会をつづった「父への手紙」、

「母の日記」、「詩人たちの絵」、

「無言館への旅」、「無言館もの

がたり」など多数。 

２００５年「無言館」の活動で第

５３回菊池寛賞を受賞。 


